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平
成
22
年
度
の「
商
店
街
通
行
量
・
来
街
者

実
態
調
査
」は
、
大
通
り
や
オ
リ
オ
ン
通
り
、
ユ

ニ
オ
ン
通
り
、
J
R
宇
都
宮
駅
周
辺
な
ど
、
中

心
商
店
街
を
ほ
ぼ
網
羅
す
る
範
囲
で
行
っ
て
い
る

調
査
で
す
。
今
回
は
、
次
の
よ
う
な
要
領
で
実

施
し
ま
し
た
。

【
調
査
年
月
日
】　

平
成
22
年
７
月
25
日（
日
）・
26
日（
月
）　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

【
調
査
地
点
】　

市
内
中
心
部
28
地
点

【
調
査
日
の
天
候
】

７
月
26
日（
日
） 

晴
の
ち
曇

７
月
27
日（
月
） 

晴
の
ち
曇
一
時
雷
雨

【
調
査
年
月
日
】　

平
成
22
年
８
月
１
日（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

【
調
査
地
点
】　

①
F
E
S
前（
ユニ
オ
ン
通
り
）

②
パ
ル
コ
宇
都
宮
店
前（
大
通
り
南
）

③
長
瀬
文
具
店
前（
オ
リ
オ
ン
通
り
）

④
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
前（
オ
リ
オ
ン
通
り
）

【
調
査
方
法
】　

聞
き
取
り

【
調
査
対
象
者
】　

３
８
８
人

（
男
性
１
５
９
人
、
女
性
２
２
９
人
）

　

で
は
、
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
、
報
告
書

か
ら
抜
粋（
一
部
、
誌
面
に
あ
わ
せ
て
修
正
）

し
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　宇都宮市と当所で定期的に実施している、中心商店街を対象とした「商店街通
行量・来街者実態調査」が、平成22年７月・８月に実施されました。今回はその
結果の概要をご報告するとともに、そこから読み取れる現状を分析します。

宇
都
宮
の
中
心
商
店
街
を

取
り
巻
く
現
状
を
、

通
行
量・来
街
者
か
ら
見
る

通
行
量
全
体
は
、微
増

徒
歩
や
自
家
用
車
の
来
街
者
が
、増
加
傾
向
に

　
過
去
と
の
比
較

●
休
日
通
行
量
は
、
前
年
比
10
・
９
％
の
減
（
17

地
点
合
計
）
で
、
最
盛
期
の
30
％
以
下
の
通

行
量
と
な
っ
た
。

●
平
日
通
行
量
は
、
前
年
比
2.8
％
の
増
と
な
り
、
調

査
開
始
以
来
、初
め
て
休
日
通
行
量
を
上
回
っ
た
。

●
休
日
と
平
日
を
合
わ
せ
た
通
行
量
は
、
前
年

比
0.1
％
の
増
。

　
調
査
地
点
別
通
行
量

●
休
日
通
行
量
で
は
、
28
地
点
中
５
地
点

の
み
が
前
年
の
通
行
量
を
上
回
っ
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
の
地
点
が
減
少
と
な
っ
た
。

●
平
日
通
行
量
は
、
28
地
点
中
５
地
点
が
減

少
し
た
が
、
22
地
点
で
通
行
量
が
増
加
し

た
（
パ
ル
コ
宇
都
宮
店
前
は
変
動
な
し
）。

　
男
女
別
割
合

●
平
日
は
休
日
に
比
べ
て
女
性
の
来
街
者
の

割
合
が
若
干
多
い
。

●
女
性
の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
地
点
は
東
武
馬

車
道
通
り
で
、
男
性
割
合
が
最
も
高
か
っ
た

地
点
は
駅
東
口
周
辺
で
あ
っ
た
。

　
通
行
量
ラ
ン
キ
ン
グ

●
商
店
街
の
通
行
量
の
落
ち
込
み
か
ら
、
休
日
・

平
日
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
駅
東
西
自
由
通
路
が
最

も
通
行
量
が
多
い
結
果
と
な
っ
た
。

●
ま
た
、
休
日
で
は
Ｊ
Ｒ
駅
東
口
大
通
り
の
通
行

量
が
増
加
し
、
４
０
０
０
人
程
度
を
数
え
た
。

●
平
日
の
通
行
量
の
順
位
に
大
き
な
変
動
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ユ
ニ
オ
ン
通
り
と
大
通
り

（
北
）
が
前
回
調
査
以
上
の
通
行
量
を
確
保

し
、
順
位
を
上
げ
た
。

　
通
り
別
通
行
量
ラ
ン
キ
ン
グ

●
休
日
は
①
Ｊ
Ｒ
駅
東
西
自
由
通
路 

②
オ
リ

オ
ン
通
り 

③
東
武
馬
車
道
通
り 

④
Ｊ
Ｒ
駅

東
口
大
通
り 

⑤
二
荒
通
り
、
の
順
で
通
行

量
が
多
か
っ
た
。

●
平
日
は
①
Ｊ
Ｒ
駅
東
西
自
由
通
路 

②
オ
リ
オ

ン
通
り 

③
東
武
馬
車
道
通
り 

④
大
通
り
北 

⑤
ユニ
オ
ン
通
り
、
の
順
だ
っ
た
。

●
以
前
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
Ｊ
Ｒ
駅
東
西

自
由
通
路
お
よ
び
駅
東
口
大
通
り
が
、
駅
東

口
の
整
備
等
に
よ
り
通
行
量
を
増
や
し
て
順

位
を
上
げ
た
。

●
大
通
り
（
北
）
と
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
南
端
（
市

役
所
前
）
は
休
日
通
行
量
に
比
し
て
平
日
通

行
量
が
多
く
、
買
い
物
目
的
以
外
の
来
街
者

の
割
合
が
多
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

●
中
央
通
り
の
通
行
量
が
平
成
21
年
度
と
比

べ
て
大
幅
に
減
少
し
（
休
日 

２
０
４
９
人
→

１
２
１
３
人
、
平
日 

２
４
３
４
人
→
１
７
６
４

人
）
休
日
平
日
と
も
に
順
位
を
下
げ
た
。

　
時
間
帯
別
通
行
量
調
査
結
果

●
中
心
市
街
地
全
体
の
休
日
通
行
量
は
、

午
前
10
時
の
約
７
８
０
０
人
か
ら
緩
や
か

に
増
加
し
、
午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
調
査
時
間
帯

で
の
通
行
量
の
最
大
格
差
は
約
４
９
０
０

人
程
度
。

●
平
日
は
昼
食
時
間
帯
の
午
後
０
時
〜

１
時
に
約
１
５
０
０
０
人
程
度
ま
で
増

加
し
た
後
、
午
後
３
時
〜
４
時
に
は
約

８
５
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
。
そ
の
後
、

帰
宅
時
間
帯
の
午
後
５
時
〜
６
時
に
か

け
て
再
び
増
加
す
る
。
調
査
時
間
帯
で

の
通
行
量
の
最
大
格
差
は
約
６
５
０
０
人

程
度
と
な
って
い
る
。

　
タ
イ
プ
別
通
行
量
調
査

●
休
日
で
も
半
数
以
上
が
単
身
行
動
し
て

い
る
が
、
平
日
で
は
７
割
近
く
が
単
身

行
動
で
、
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
で
の
来
街
は

半
減
す
る
。

●
友
人
と
の
来
街
は
、
休
日
・
平
日
と
も
に

２
割
強
と
な
って
い
る
。

平
日
と
休
日
と
の
通
行
量
が
逆
転
、

街
の
あ
り
方
に
大
き
な
変
化
の
兆
し

﹁
通
行
量
実
態
調
査
﹂実
施
要
領

﹁
来
街
者
実
態
調
査
﹂実
施
要
領

1
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商店街通行量・
来街者実態調査01:特集

商店街通行量・来街者実態調査01:特集

通
行
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居
住
地

●
市
内
、
市
外
、
県
外
か
ら
の
来
街
者
の

比
率
は
64
％
・
27
％
・
９
％
で
あ
っ
た
。

●
県
内
来
街
の
上
位
３
位
は
、
日
光
市

14
％
、
下
野
市
９
％
、
さ
く
ら
市
８
％
で

あ
っ
た
。

●
来
街
の
多
い
上
位
３
都
県
は
、
東
京
都

35
％
、
茨
城
県
26
％
、
埼
玉
・
神
奈
川
・

石
川
県
が
各
９
％
で
あ
っ
た
。

　
目
的

●
来
街
者
の
52
％
は
買
い
物
を
目
的
に
来

街
し
て
い
る
。

●
食
事
を
す
る
県
外
来
街
者
の
約
90
％
は

餃
子
目
的
で
あ
る
。

　
利
用
交
通
機
関

●
利
用
す
る
交
通
機
関
の
38
％
が
自
家
用

車
で
あ
る
。

　
来
街
回
数

●
男
女
共
に
来
街
回
数
は
「
ほ
ぼ
毎
日
」

が
最
多
で
、合
計
で
全
体
の
26
％
で
あ
り
、

次
い
で
「
月
２・３
回
」
が
18
％
だ
っ
た
。

　
駐
車
場
利
用
状
況

●
駐
車
場
利
用
者
の
う
ち
「
東
武
（
第
１・

　

今
回
の
調
査
報
告
書
で
分
析
を
担
当
さ
れ
た
、

中
小
企
業
診
断
士
の
須
田
秀
規
さ
ん
は
「
今
回

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
み
ん
な
が
も
う
一
度
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
平
日
通
行
量
が
休
日
を
上
回
っ
た
と
い
う
こ

と
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、
減
少
し
て
い
る

の
は
中
核
的
商
店
街
で
あ
り
、
平
日
が
増
加
し

て
い
る
の
は
調
査
全
域
で
す
。
つ
ま
り
、
市
民
が

中
心
商
店
街
に
来
る
動
機
が
、
ハ
レ
の
日
の
場
で

は
な
く
、
日
常
的
な
利
便
性
に
変
化
し
て
い
る
と

ス
カ
イ
）
駐
車
場
」
の
利
用
が
30
％
と
圧
倒

的
に
多
く
、次
い
で「
市
役
所
駐
車
場
」
が
９
％

だ
っ
た
。

　
利
用
店
舗

●
利
用
店
舗
は
オ
リ
オ
ン
通
り
の
各
店
舗
が
38
％

と
最
も
多
く
、
次
い
で
東
武
宇
都
宮
百
貨
店

の
各
店
舗
が
約
34
％
を
占
め
た
。

　
支
出
額

●
来
街
者
の
８
割
程
度
が
何
ら
か
の
支
出
を
し
て

お
り
、
男
女
合
計
の
平
均
支
出
額
は
６
３
０
０

円
で
あ
っ
た
。

　
中
心
部
商
店
・
商
店
街
に
対
す
る
要
望

●
「
品
揃
え
を
豊
富
に
し
て
欲
し
い
」「
飲
食
店

を
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
が
そ
れ
ぞ

れ
13
％
と
多
か
っ
た
。

　
中
心
部
に
あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
店
舗

●
ス
ー
パ
ー
等
の
食
料
品
店
を
望
む
声
が
12
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
飲
食
店
、
専
門
店
が
そ

れ
ぞ
れ
11
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

店
を
望
む
声
が
10
％
あ
っ
た
。

も
言
え
ま
す
」

　

須
田
さ
ん
は
、
宇
都
宮
市
は
他
の
県
庁
所
在

地
と
比
較
し
て
、
熱
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「『
宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
』
な
ど
が
そ
の
代
表
で

す
が
、
行
政
の
提
唱
に
市
民
レ
ベ
ル
の
運
動
が
応

え
る
形
が
で
き
て
き
て
お
り
、
大
き
な
盛
り
上

が
り
を
形
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
最
近
は
農
業

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

も
活
況
で
す
ね
」

　

と
は
い
え
、
そ
こ
か
ら
商
店
街
活
性
化
に
結
び

つ
け
る
た
め
に
は
、
発
想
の
転
換
が
必
要
だ
と
、

須
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
商
圏
の
縮
小
や

来
街
目
的
の
日
常
化
な
ど
、
中
心
商
店
街
の
役

割
に
変
化
の
兆
し
が
あ
る
こ
と
が
、
見
て
取
れ
る

と
思
い
ま
す
」

　

須
田
さ
ん
は
、
報
告
書
に
掲
載
し
た
分
析
で
、

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

「
…
…
…
大
局
的
に
み
る
と
、
商
店
街
形
態
と
し

て
中
心
部
商
店
街
は
『
広
域
型
』
か
ら
商
圏
の

小
さ
な
『
近
隣
型
』『
地
域
型
』
商
店
街
に
移

行
し
て
お
り
、『
広
域
型
』
の
消
費
者
が
郊
外
に

吸
収
さ
れ
、
結
果
的
に
近
隣
型
・
地
域
型
消
費

者
に
帰
結
し
た
の
が
今
日
の
中
心
部
商
店
街
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」

　

こ
の
よ
う
な
役
割
の
変
化
の
一
端
に
あ
る
の
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
「
シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
宇
都
宮
」
に
象
徴
さ

れ
る
、
中
心
部
へ
の
居
住
者
の
回
帰
現
象
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
政
府
も
新
た
に
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
考
え
方
を
さ
ら
に
強
く
し
て
い
く
こ
と
を
決
定

し
て
お
り
、
居
住
者
と
商
業
者
が
混
在
し
た
使
い

勝
手
の
い
い
都
市
構
造
が
、
今
後
の
時
代
の
ニ
ー
ズ

と
し
て
強
ま
る
こ
と
は
、
容
易
に
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
「
ま
ち
の
役
割
が
変
わ
れ
ば
、
商
業
者
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
方
法
論
も
変
化
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
各
店
舗
が
、
自
店
の
顧
客
ニ
ー
ズ
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
把
握
し
、
自
店
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と

が
、
今
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
行
政
に
つ
い
て
は
、
中
心
部
へ
の
出
店

支
援
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
押
し
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
、
須
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
も
、
現
在
は

行
政
が
主
導
し
て
い
ま
す
が
、
民
間
の
自
由
な

活
動
を
も
っ
と
支
援
し
、
行
政
は
サ
ポ
ー
ト
役
と

し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

た
め
に
は
民
間
の
活
動
も
成
熟
し
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
。

　

そ
う
や
っ
て
ま
ち
全
体
の
に
ぎ
わ
い
を

創
る
と
共
に
、
そ
こ
を
目
当
て
に
来
た

人
た
ち
に
自
店
の
商
品
を
買
っ
て
も
ら
う

仕
組
み
づ
く
り
、来
街
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
店
舗
づ
く
り
も
、
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
店
舗
を
増
や
す
た

め
に
、
資
金
的
な
支
援
や
税
金
面
で
の

優
遇
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
授
な
ど
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
商
工
会
議

所
の
役
割
も
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
と
思
い
ま
す
」

　

本
調
査
に
は
、
中
心
部
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

ヒ
ン
ト
が
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
店
を
少

し
で
も
良
く
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
一 

度
は

目
を
通
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
何

か
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

12345

6789

来
街
者
の
利
用
店
舗
の

約
４
割
が
オ
リ
オ
ン
通
り
に
集
中中

心
部
活
性
化
の
た
め
に
、何
が
必
要
か

中
小
企
業
診
断
士  

須
田
秀
規
さ
ん
に
聞
く

宇
都
宮
の
中
心
商
店
街
を

取
り
巻
く
現
状
を
、

通
行
量・来
街
者
か
ら
見
る

通
行
量
全
体
は
、微
増

徒
歩
や
自
家
用
車
の
来
街
者
が
、増
加
傾
向
に

　﹁
商
店
街
通
行
量・来
街
者
実
態
調
査
﹂報
告
書
は
、

当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問合せ

 

地
域
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☎
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